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春日井市立小野小学校 



令和５年度 学校生活アンケート【児童】結果 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

１４．書道科（しょどうか）の授業（じゅぎょう）でよかったことを書（か）いてください。

あれば、でかまいません。 

 

・水墨画の墨の薄いところと濃いところで分けるのが楽しかった。 

・気をつけるポイントを教えてくれて字が上手になってよかったです。 

・一角一角注意してくれたこと。たくさん教えてくれたこと。 

・書作品を作るのが楽しい。 

・先生に褒められた時がある。 

・集中できること。 

・先生が、自分と一緒に、筆を持って書いてくれる。 

・みんなの字が見れるから、この子上手だなと思えるところ。 

・じがきれいになったのですごくうれしいです。 

・字が少しでも上手になったこと。 

 

 

 



 

 

令和５年度 学校評価アンケート【保護者】結果 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



令和５年度 学校評価アンケート【教職員】結果 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

評価分析・課題 

・  書教育については、職員の取り組み状況に差がある。「書のまち春日井」を代表する小野小学校として、さらに書指導

に力を注ぎたい。来年度は、職員の指導方法のさらなる工夫や外部講師とのティームティーチングの在り方の改善など

を取り入れ、学校の特色として取り組んでいる書教育に係る指導力を高める。 

・  ９０％ほどの保護者の方、教職員が、子どもたちが学校に楽しく通っている、楽しいと思えるような教育活動をしていると 

回答しているのに対し、学校を楽しいと感じられている児童は７５％ほどである。学校は学びの場である。児童が「楽し

い」と感じるような、値打ちのある活動の中身を考え、指導することが大切である。仲間や教師との温かい人間関係の中

で学び、力を発揮し、成長を感じて、それを励みによりよく生きていく子の育成に努めたい。 

・  いじめについては、９０％以上の教職員がいじめのない集団づくりに努めていると回答しているのに対し、保護者の方

の回答は６０％に届いていない。９０％以上の児童は、先生は困ったときに話を聞いてくれると回答していることから、日

頃から児童の話に耳を傾け、寄り添うことを継続しながら、情報を共有し、組織としていじめの未然防止に取り組む。 

・ クロームブックの活用については、現職教育などを通して職員の研修を重ねてきた。ほとんどの教科で調べ学習、動画

撮影、動画視聴、学びのまとめや発表、ドリル学習などで活用している。今後も、情報モラル教育を継続し、主体的・協働

的な学びのための効果的な活用を進めていく。 

・ あいさつについては、児童の意識の高まりが見られた。PTA のあいさつ活動と協力しながら、今後も継続していく。 


